
第 16 回全国大学理学療法学教育学会大会 開催報告 

 

 第 16 回全国大学理学療法学教育学会大会を令和５年 3 月 26 日（日），東京都立大学荒川

キャンパスにて開催致しました． 

本大会は 2 大会ぶりの対面での開催となりましたが，50 名の参加を頂きました． 

午前には，教育講演として，岡山大学教育推進機構准教授の中山芳一先生より「大学生の

非認知能力を高めるには－専門職教育に活かす教育方法－」をテーマとして，まず初めに非

認知能力に関する基本事項についてご説明頂き，その後，岡山大学におけるキャリア形成基

礎講座での取り組みや小・中・高校の先生方との取り組みと多くの実践例をアグレッシブに

ご紹介頂きました． 

午後には，「プロフェッショナリズムをめぐって」というテーマで，新潟医療福祉大学の

大西秀明先生の司会のもとシンポジウムを行いました．シンポジストは，愛知医科大学医学

部地域総合診療医学寄附講座教授の宮田靖志先生，聖隷クリストファー大学学長の大城昌

平先生，東京保健医療専門職大学教授の清宮清美先生の 3 名で，それぞれの立場からプロ

フェッショナリズム教育についてご講演をいただきました．その後，参加者とのディスカッ

ションを行い，多くの質問が出て盛り上がりをみせました． 

また，一般演題では 8 題の発表があり，英語教育や国際化に関する演題や臨床実習に関

する演題，卒後の理学療法士を対象とした調査や臨床実習指導に関する演題など，どの演題

も大変興味深い内容でした． 

本大会を通して，場を共有することや対峙して意見を交わし合う時の忘れかけていた感

覚を再実感することができたとともに本大会のテーマとして掲げた「理学療法学教育の基

底へまなざし」を向ける機会となったのではないかと思います． 

ご講演頂いた講師の先生方ならびにご参加頂いた方々に感謝申し上げます． 

  

第 16 回全国大学理学療法学教育学会大会 大会長 池田由美 
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